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原 著
出産経験 の と らえ方が自尊感情に及 ぼす影響
一 産 婦 - の 看 護 者 の 関 わ り か ら み て -
三 枝 清 美 (三重県立看護大学)
本研究 の 目的 は, 産婦 へ の 看護者 の 関わ り と出産経験 の と らえ方を明 らか に し, そ れ に よ っ て 自尊感情 の 変化をみ て い く
こ とで あ る｡ 対象 は, 研究参加 の 同意の 得 られ た20歳以上35歳未満で あ り産科学的異常 や重症 な疾患 の な い 正期産 で 経歴分
娩 した 初産婦11名 で あ っ た｡ 入 院時 ･ 出産後 に Ro s e nbe rg の SE L F-E S T E E M尺度 の 日本語版を用 い て 自尊感情 を み た ○
出産経験 の と ら え方 は, 17項 目の 出産経験の と らえ方 の ス ケー ル を 作成 し評価 し た｡ ま た, 分 娩時 の 産婦 - の 看護者の 関わ
り は, 観察 シ ー トを用 い た 非参加観察法を行 っ たo 出産後 に産婦 と半構成的面接調査を行 っ た . 分析 の 結果以下 の こ とが 明
らか にな っ た｡
① 看護者 が産婦 の 側に 長く い る こ とが 必ず しも出産経験 の と らえ 方が 肯定的 に な る こ と に は つ なが らず, ど の よ うな 関わ
り をも っ の か が重要で あ っ た｡
② 看護者 の 産婦 へ の 関わ りが 直接 ケ ア が 多 い 場合 は , 出産経験 の と らえ方 が肯定的であり, 看護者 の 関 わ りが診察が多 い
場合 は出産経験の とらえ 方が 否定的 で あ り, 出産後自尊感情 は低く な っ た｡
③ 看護者 の 共感的な発言が あ る と 出産 の 期待 より実際の 出産 の 方が 好 ま しく, 出産経験 の と ら え方 が肯定的 で あり , 出産
後自尊感情 は高くな っ た｡
K E YW OR D S: self- e ste e m, perception of birth
expe rie n c e, Ⅲu rsing c a r e
I . 研 究の 目的
M ATE R N AL ID E NTIT Y は, 乳幼児期か ら様々 な因
子の影響を受 けなが ら発達すると い われ て い るが , 中 で
も妊娠 ･ 出産 ･ 育児 は M AT ER NA LID E NTI T Yを大
きく発達させ る重要な時期で ある｡ ま た , M AT E RN AL
I DE N TI T Y の領域の 一 つ で あ る自己像を調整 して い る
と考えられるJL,理的現象と して の 自尊感情は, 人間の社
会的行動を規定する重要な要因で あり, 母親が自分の 子
どもを産み育て ると いう行動に も影響を与えて い ると考
え られる｡
現代の 日本で は99 % 以上が施設内分娩を して おり , 分
娩 にお ける医学的な安全性は高くな っ て きて い る｡ ま た,
1人 の女性が 出産する こどもの数が減少し, 女性が 出産
に臨む意識も変化をし て き て い る ｡ 看護者は女性が医学
的に安全な分娩をするだけ で はなく, 自尊感情に影響を
及ぼすで あろう出産経験の と らえ方が より肯定的に なる
ような看護を提供 して い かなくて はならな い ｡
本研究は, 出産経験の と らえ方に影響を及ぼすで あろ
う分娩経過中の 看護者の 関わりの関係を明らか に し, そ
れ に よ っ て 自尊感情の変化をみ て いく ことを目的とする｡
Ⅱ
. 研究の枠組み
本研究は, 以下 の枠組み にお い て行 っ た｡
一 般 的決定因子 - 出産 の 認知的評価 - 心理 学的受容性
a 背景 ･ 個人的特性 (陣痛･分娩に対する期待) 出産の準備
b 妊娠関連因子
c 身体的 ･ 社会的環境
(知識･呼吸法･ リラックス法)
J
出産環境の刺激 - 産 婦
( 看護者の関わり) -
↓
出産経験のとらえ方 - 産科学的因子
J
自尊感情
図1 . 研究枠組み
図1 は, 産婦 の背景や個人的特性など の 一 般的決定因
子が妊娠中の 出産の認知的な評価に影響し, 分娩 に対す
る心理学的な受容性をもた らすこと , そ し て そ れ らが分
娩中の産婦に影響し出産環境の 刺激の 1 つ で ある看護者
の 関わ りと の相互作用に より出産経験の と らえ方を形成
し, 自尊感情に影響する こと を示し て い る｡
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用語の定義
･ 自尊感情 ;
単 に自分が価値の ある人で あると感C, あ り の まま の
自分を尊敬する こと｡
･ 出産経験の とらえ方 ;
出産を した女性が, 自分の 出産と いう現象を総合的に
どの よう に とらえ て い る の か , ど の よう に意味づけ て
い る の か と い う認識
Ⅲ
. 研究方法
1
. 対 象
1) 研究対象となる条件
年齢20歳以上35歳未満の既婚の 日本人で あり, 産科学
的異常や重症な疾患 ･ 精神疾患の既往がな い こ と
正期産 (37週0 日- 41過6 日) で経歴分娩予定の単胎
妊娠の初産婦
2) 調査期間
1995年4月26 日か ら6月18 日まで で あ っ た｡
3) 研究施設
本研究は, 産科 ･ 婦人科 ･ 小児科を診療科目にも つ 東
京都内の某産院に て デ ー タ収集した｡ この産院は, N IC U･
医療社会事業部な どもあり, 地域 の母子保健 ･ 医療 ･ 福
祉 の中心的役割を担 っ て おり, 近郊 の妊産婦が利用して
い る｡ 産科 ･ 婦人科 は, 74床 で あり, 特三類 の基準看護
をと っ て い る｡ 年間の 分娩件数は, 1500から1600件, 1
か月平均は, 130 か ら150件 で ある｡
2
. 研究に用い た用具
1) 自尊感情の測定
10項目4段階評価 で ある Ro senbe rg, M (1965) の
SE L F-ESTE E Mの尺度を使用した｡
2) 出産経験の と らえ方の測定
① 17項目の 出産経験の とらえ方の ス ケ ー ル
以下 の17項目5段階評価の尺度を作成し, 使用した｡
得点が高い は ど, 出産経験の とらえ方が肯定的で ある
こ とを示す｡
1
. 経験 で き て よか っ た
2
. 痛く て つ ら い もの だ っ た(R)
3 . こ どもを育て る ス タ ー ト で あ る
4
. 人間とし て成長で きた
5
. 自信 に つ なが っ た
6. 想像し て い たより長か っ た(氏)
7
. 女性 に生ま れ て よか っ た と思 っ た
8
. 新 し い世界が広が っ た
9. も う 2度と経験したくな い(R)
10. 人 に 自慢した い
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11. 素晴 らしい経験だ っ た
12. う れ しく て たま らな い
13. 自分 の弱さを知 っ た(R)
14. 全 て の人を幸福に して くれ る
15. 思 っ て い た より大変だ っ た(氏)
16. と て も感動的だ っ た
17. 自分が強く な っ た (R) に つ い て は逆採点
信頼性に つ い て はCr o nba ch's α が0.839で あ っ た｡
3) 基礎的状況に関する情報収集
① 一 般的決定因子
対象と な っ た産婦の生活 ･ 家族背景, 夫婦関係な ど
を基礎的情報とし て収集するため の質問紙を作成した｡
性格 に つ い て は質問紙法形式 の矢田部-Guilford性
格検査, 通称 Y-G性格検査に よ っ て判断 した｡
妊娠 ･ 分娩歴, 基礎疾患, 妊娠 に伴う合併症, 入院
の有無, 妊娠経過 , 分娩時の状況に つ い て は, 外来 ･
入院診療録お よび助産録か ら研究者が情報収集した｡
② 出産の認知的評価 (陣痛 ･ 分娩 に対する期待)
出産前の 陣痛 ･ 分娩 の 期待と看護者の関わり に対す
る期待に つ い て は, 自由回答の質問項目を設けた｡
③ ｣L､理学的受容性 (知識 ･ 呼吸法 ･ リ ラ ッ ク ス 法)
基礎的情報と して収集するため の質問紙の 中に , 母
親学級受講状態や分娩に対する知識の 習得や呼吸法 ･
リ ラ ッ ク ス 法 の習得度に つ い て の質問項目を設けた｡
4) 出産後の面接
出産後24時間か ら48時間以 内に, 個室 に お い て 産婦と
質問紙を用 い た半構成的面接を行 っ た｡ 最初 の 何人か は
テ ー プ に録音をしたが , 録音をとめ て から の方が, 産婦
が出産に つ い て 多く語る こ とが観察されたため, テ ー プ
に よ る録音 は行わず, 面接後に産婦が退出した後すぐに
筆記した｡ 質問項目は, 以下 の通り で ある｡
① 分娩中, 一 番印象に 残 っ て い る こ とば何か?
② 期待して い た出産は , (- - -) で し たが , 実際 に
体験した出産はい かが で したか?
③ 期待して い た看護者との 関わりは｡ (･ ･ - ･) で し
たが , 実際 の関わりは, い か が で したか?
④ 分娩中, 看護者と の 関わり で 一 番 よ い 印象に残 っ
て い る こ とは何ですか ?
⑤ 分娩中, 看護者と の関わりで 一 番悪 い 印象に残 っ
て い る の は (あまり よ い印象に 残 っ て い な い の は)
何で すか?
⑥ 分娩中の 特記事項が ある場合はそ の こ と に つ い て
3. 研究手順
条件を満たす32人の産婦 に研究の趣旨 ･ 目的 ･ 方法を
説明し研究参加の依頼を した｡ 研究参加の 承諾を得られ
た の は29人で あり, 入院時と出産後歩行開始か ら児に面
会するま で の 2回質問紙に答え て もら っ た｡
* 入院時 :
SE LF-E ST E M 尺度
基礎情報の ア ン ケ ー ト
陣痛 ･ 分娩の 期待の自由回答の質問項目
y-G性格検査 (状況に より産後の こと もあ っ た)
* 出産後歩行開始か ら児に面会するま で :
SE L F-E ST E E M尺度
17項目の 出産経験の とらえ方の ス ケ ー ル
* 出産後1 日目 :
半構成的面接調査
4
. 分 析
29人の う ち研究者が不在の時に出産した5人, 児が フ ァ
ロ ー の 4徴症で あ っ た 1人, YG性格検査が ウ ル ト ラ D
で あ っ た 1人, 観察時間が60分未満で あ っ た11人を除く
11人を分析対象とした｡
S E L F-E ST E E M尺度は出産前 と出産後 の 合計得点 の
変化で 評価をし, 17項目の 出産経験の と らえ方の ス ケ ー
ル に つ い て は合計得点に つ い て予備調査の 基準か ら判断
した ｡
出産後の半構成的面接調査に つ い て は内容分析を行 っ た｡
Ⅳ . 結 果
1) 出産経験の とらえ方と自尊感情
17項目の 出産経験 の と らえ 方の ス ケ ー ル の 平均値
は60.1(SD - 9.27, N - 143) で あり, こ れ を基準に各ケ ー
ス の 得点と比較 し高い か低いか判断した｡
出産経験の と らえ方と自尊感情の関連は, 表1 の よう
で あ っ た｡
表 1 出産経験の とらえ方と自尊感情
ケ ー ス
自尊 17項目の 表現記号
感情 出産経験の と らえ 方
A T 高 ○
B T 高 ○
C 千 高 ○
D T 高 ○
E T 高 ○
F. T ⊂=ーr 司 ○
G E = 低 ×
H 〕 低 ×
Ⅰ 1 高 △
∫ い 低 ×
K ↓ ,高 △
17項目の 出産経験の と らえ方の ス ケ ー ル が基準より高
く, 出産後自尊感情の高くな っ た ケ ー ス は, 11 ケ- ス 中
6 ケ ー ス あ り, ○ で示 した｡
17項目の 出産経験の と らえ方の ス ケ ー ル が基準より高
く, 出産後自尊感情が低くな っ た ケ ー ス は, 11 ケ- ス 中
2 ケ ー ス あ り, △ で示した｡
17項目の 出産経験の とらえ方の ス ケ ー ル が基準より低
く, 出産後自尊感情が高くな っ た ケ ー ス は なか っ た｡
17項目の 出産経験の とらえ方の ス ケ ー ル が基準より低
く, 出産後自尊感情が高くならなか っ た ケ ー ス は, 11 ケー
ス 中3 ケ ー ス あ り, × で 示 した ｡
2) 一 般的決定因子及び出産経験のと らえ方と自尊感情
の変化
① 産婦の背景と個人的特性
産婦の 年齢は24歳か ら30歳 (平均27.7歳 SD - 1.91)
で あり , 最終学歴は高等学校5名, 短期大学 ･ 大学4
名で あり, 結婚期間は6 か月か ら3年3 か月であ っ た｡
② 妊娠関連因子
ケ ー ス D が30週 ･ 35週 に 切迫早産 の ため に 管理 入
院して い た｡ 妊娠 に関する心理的側面で は, 出産経験
の と らえ方が肯定的で出産後自尊感情が低くな っ た ケ ー
ス Ⅰの み望ん だ妊娠で あるか と い う 問い に は
" 夫婦と
も に望 ん で い な い 妊娠 で あ る " と答え て い た ｡ ま た,
胎動初覚時に ど の よう に感 じたか に つ い て は, ケ ー ス
E は
" 気持ち悪い " ケ ー ス J は" 腸 が動 い た " と ケ ー ス
K は
" 自分 の身 の小宇宙を感じた " と答え て い た ｡
③ 身体的 ･ 社会的環境
対象となる条件を設定して い るため, 身体的環境は
各ケ ー ス の 特徴 はな い と考えた｡ 社会的環境として は,
全 ケ ー ス が核家族で あり, 夫 と の人間関係は普通 ･ よ
い ･ 大変 よ いと答え て い た｡ ま た , 出産 の ため の手伝
い に 関し て は ケ ー ス K のみ " い な い " と答え て い た .
そ の他 の ケ ー ス は ケ - ス の母が出産の ため の手伝い を
すると回答して い た｡
3) 出産の 認知的評価 ( 陣痛･ 分娩の 期待) と出産の準
備 (知識･ 呼吸法 ･ リ ラ ッ ク ス 法) 及び出産経験の と ら
え方と自尊感情の変化
出産経験の とらえ方が肯定的で 出産後自尊感情が低く
な っ た ケ ー ス I は母親学級を受講して お らず, 呼吸法や
リ ラ ッ ク ス法は " で き な い と思う " と答え て い た ｡ ま た ,
出産経験の とらえ方が否定的で 出産後自尊感情が低くな っ
た ケ ー ス G は, 分娩 の 期待を " 早く楽に なるた め に産み
た い " と答え て い た｡
4) 産科学的因子 (産婦の 出産) 及び出産経験の とらえ
方と自尊感情の 変化
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出産後自尊感情が高くな っ た ケ ー ス A か ら ケー ス F
の 分娩所要時間の 平均は17時間00分 (S D- 498. 分),
低 く な っ た ケ ー ス G か らケ ー ス K の 平均時 間は 8 時
間49分 (SD - 174.8分) で あ っ た｡
5) 産婦と看護者の 関わり及び出産経験の とらえ方と自
尊感情の 変化
① 看護者の接近度
観察時間中に , 看護者が い な い 割合は , ケ ー ス A
(71.9%) ケ ー ス G (58.0%) ケ - ス B (55.0 %) ケ ー
ス E (38.8%) の 順に多く, 看護者 が
"
伴 う
"
や
" 近く
に い る
"
割合は, ケ ー ス K (84.2%)ケ ー ス J(78.6%)
ケ ー ス H (62.5%) ケ ー ス D (62.5%) ケ ー ス Ⅰ (60.0
%)の 順に多か っ た｡
看護者が産婦の そば に い る時間が長い方が, 出産経
験の と らえ方が肯定的で あると は限らなか っ た｡
間接介助者の関わり は, ケ ー ス E (32.1%) ケ ー ス
B (27.5 %) ケ ー ス Ⅰ(19.2 %) ケ ー ス A (15.6 %) の
帽 で 多か っ た｡
② 看護者の ケ ア
ケ ー ス A ･ ケ ー ス B ･ ケ - ス G ･ ケ ー ス I は,
"
分
娩進行の確認
''
が 多く, ケ ー ス C ･ ケ ー ス F ･ ケ ー ス
H は
" 児心音 の確認
"
が最も多か っ た｡ ケ ー ス D ･ ケ ー
･ス E ･ ケ ー ス K は
"
腰部 の マ ッ サ ー ジ
"
が ｡ ケ ー ス J
は
"
呼吸法の リ ー ド
"
が 最も多か っ た｡
点滴や N STの管理 な ど の
"
間接 的な ケ ア
"
や
" 児JL､
音 の確認
"
や
"
分娩進行の 確認
"
が50 % 以上を占めるケ ー
ス が多か っ た が, 出産後自尊感情の高くな っ た ケ ー ス
A か らケー ス F の 方が , 高くな らな か っ た ケ ー ス G
か らケ - ス K よ り
"
呼吸法のリ ー ド
"
や
"
腰部の マ ッ サ ー
ジ" の 割合が比較的多く観察され た｡
表3 看 護 者 の 声 か け
ケース 共 感 的 非共感的 自己効力
を高 め る
否 定 的
A (0)
B (0)
C (0)
D (0)
E (0)
*
* *
*
*
F (0)
G.(
×)
H (×)
*
*
*
* *
Ⅰ (△) * ､ * *
∫ (×) * * * *
K (△) * *
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③ 看護者の声か け
観察中は, カ テ ゴ リ ー に 分けず, 実際 の発言を記録
したが , 看護者の発言の 中で , 共感的なもの ･ 非共感
的なもの ･ 産婦 の自己効力を高め るもの ･ 否定的なも
の を抽出した｡ そ れ らの 発言が 一 つ で も みられ たもの
を * で示した｡ ケ ー ス B ･ ケ ー ス C ･ ケ ー ス D ･ ケ ー
ス E ･ ケ ー ス H は共感的な ものも しく は産婦 の 自己
効力を高めるもの の みが認め られ , 否定的な発言がみ
られ た の は, ケ ー ス J ･ ケ ー ス K のみ で あ っ た｡
Ⅴ
. 考 察
1. 産婦 へ の看護者の 関わり と出産経験の とらえ方
1) 看護者の接近度
看護者の接近度が
"
伴 う
" "
近 い
"
で あ る割合が多い ほ
ど出産経験の とらえ方が肯定的で あ るわけで はなか っ た｡
しか し, 産婦1人で い る時間が長い産婦の中に は, 出産
経験の とらえ方の ス ケ ー ル が基準より高い ケ ー ス はなか っ
た｡
そ し て , 産婦1人で い る時間の 長か っ た ケ ー ス A は,
出産前に は 『呼吸法を 一 緒 に頑張 っ て 気を紛らせ る方に
して はし い』 と記述し産後 に1人で 良か っ た と思 います｡
もう自分1人で やる しか な い 感じ』 と話 したが , 実 は
『で きれば腰とかを擦 っ て は しか っ た け ど - 』 と述 べ て
い た｡ ま た, ケ ー ス B は , 出産前に 『1人に し な い で
は し い , リ ー ド し て は しい』 と記入し, 産後 『1人だと
不安なの で なる べ く い て はしか っ た で すね ｡ 陣痛室で は
まだだ な っ て思え るけど分娩室に 入ると初めて だ し - 不
安で し ょ う｡ 何もしなく て い い から - ･ 何か あ っ た らすぐ
話せ るか ら, 側 に い て くれると - ね｡』 と答え て い た｡
M a ckey &-Lo ck (1988)
1) Shields (1978)2) sim kiⅢ
(1991)3)が報告して い るよう に看護者が産婦の 側 に い る
ことが産婦の ニ ー ド で あ る こ とがわかるが , 本研究で も
同様で あ っ た｡
た だ し, 看護者の 接近度が
"
伴う
" " 近 い
"
で あ る割合
が多い ほ ど出産経験の とらえ方が肯定的で あるわけ で は
なか っ た こ とか ら, 長く産婦の側に い るだ けで は産婦の
出産経験の と らえ方が肯定的に はならず, 側 に い る時に
ど の ような関わりを も っ の かが重要に なる ことが示唆さ
れる｡
2) 看護者の ケ ア
看護者の接近度が
"
伴う
"
や " 近 い " の 時 に , 看護者が
ど の ようなケ ア を産婦 に提供して い る の かをみると, 腰
部 の マ ッ サ ー ジや呼吸法の リ - ド な ど の産婦に直接働き
か けるような看護者の 関わりが多い産婦は出産経験のと
らえ方が肯定的で あり, 分娩進行の 確認や児JL､音 の確認
が多い 産婦 は出産経験の とらえ方が否定的な人が多か っ
た ｡
標準化され た ス ケ ー ル は用 い て はい な い が , 看護 の 臨
床にお ける実験研究 を行 っ た Tryo n (196)4) は 7 つ の
看護援助を行う実験群15人と コ ン ト ロ ー ル 群 (ス タ ッ フ
に よ る通常の ケ ア)15人を デ ー タ収集 シ - ト を用 い て30
分観察し比較した｡ そ の 活動の 1 つ が
`廟 や背中を擦る"
もの で , 実験群の 産婦の 万が 一 賞 し て好ましくな い反応
が少なか っ た と報告 して い る｡
腰部の マ ッ サ ー ジそ の も の で はな い が, Birch (1986)5)
は自然分娩を した30人の女性に出産後すぐにイ ン タ ビ ュ ー
を行 い , 陣痛中に受けと っ た タ ッ チ の治療的価値に つ い
て の女性の認識に つ い て吟味した｡ 治療的なタ ッ チ は共
感 ･ 参加 ･ 励ま しを意味し痛みを緩和 しうると考えられ
て い たと報告して い る｡ ま た, Klein ら(1981)6) は, 40
人 の初産婦の分娩中の夫と看護者の サ ポ ー ト に つ い て子
宮口 4 - 5 c m か ら1時間観察 した研究の 中で 産後 に産
婦から役立 っ た と認識されたもの は存在 ･ 会話 ･ タ ッ チ ･
呼吸法の コ ー チ ･ 安楽 の提供で あ っ たと述 べ て い る｡
看護者が腰部の マ ッ サ - ジ をする こ と に よ っ て , 痛 み
の緩和をするだ けで なく , 看護者も出産に 一 緒 に携わ っ
て い る こ とや陣痛が来て 本当に痛い よねと い うような共
感的な意味が伝わり , 出産経験の とらえ方に プ ラ ス に働
い て い たもの と考える｡
多く の 産婦が , 母親学級に参加 し呼吸法やリ ラ ッ ク ス
法を習い , 自宅 で練習し て い て もや はり , 呼吸法の リ ー
ドが必要で あると産前に述 べ て い た ｡ 産前 の練習で はま
だ痛みが来て おらず, 実際 に陣痛が きた時に呼吸法を行
えるか どうか ば誰 しも不安で ある｡
ケ ー ス F は出産前に 期待する看護者の 関わ り は 『呼
吸法やい きみ方な どを 一 緒 に や っ て は し い』 と記述し産
後に 『 - や っ ぱ り呼吸法とかは 1人 で はで きませんよね』
と述 べ て い た｡ ま た｡ ケ ー ス Jも看護者の 関わ り で よ い
印象に残 っ て い る こ と は 『や っ ぱりず っ と側 に い てくれ
て腰を擦 っ たり ｢ 吐い て - ｣ っ て 声をかけてくれた こと｡
緊張しち っ て息が吐けなか っ た』 と答え て い た｡
shields (1978)7) が, サ ボ - テ ィ ブ な ケ ア と し て 呼吸
法の ア シ ス ト を1番最初に挙げて い るよう に 産婦に対す
る効果的な ケ ア の 1 つ で あ ると考え て い る｡
M cNiven ら (1992)8) は, 教育病院に お い て 出産中の 看
護婦の サ ボ - テ ィ ブ なケ ア活動に使 っ た平均時間の適切
性を規定するため に ワ ー ク サ ン プリ ン グ法を使 っ た パ イ
ロ ッ ト ス タ デ ィ を行 っ た｡ 18人の 看護婦 で616の ラ ン ダ
ム な観察を行 っ た結果, 情緒的サ ポ ー ト ･ 身体的安楽の
提供 ･ 教育/ 情報提供 ･ 弁護と い う4 つ の カ テ ゴ リ ー 活
動 で 定義され る サ ボ - テ ィ ブ なケ ア がなされた割合は9.
9%で あり, 他 の活動が90.1% で あ っ た｡ こ の結果か ら
は, 陣痛 ･ 分娩病棟の 看護婦が行 っ て い る活動の うち産
棉 - の サ ボ ー テ ィ ブな ケ アが なされた の が 1割弱と少な
い こ とが分かる｡
本研究で は, 分娩進行の確認や児心音の 確認が多い産
婦は出産経験の と らえ方が否定的な ケ ー ス が 多か っ た ｡
分娩進行の確認や児心音の確認は, もち ろん 産婦に と っ
て必要なケ ア で はあるが , 分娩室に 入室して い る産婦の
分娩進行の確認そ の も の は看護者が い っ 手洗い を し清潔
野を っ く らなく て は い けな い かと い う判断や, 児心音の
確認も産婦が分娩に い か に対処で き るか と い う こと より
は, 早くリ スク を発見し医学的な処置を加えなく て い け
な い の か と いう看護者の判断の 要素を多く含ん で い る｡
こ の こ とが , 産婦 の肯定的な出産経験の とらえ方の 直接
結び っ か なか っ た も の と考える ｡
shields (1978)9) が , 身体的な ケ ア と し て 体温/ 脈樽
/血圧測定 ･ 児心音の確認 , 陣痛 の間歓を測る, 剃毛 の
準備などを挙げ, 他 の サ ボ - テ ィ ブ なケ ア より身体的な
ケ アや薬物療法を最も有効だ っ た とする産婦 は少なか っ
た こ とを報告して い る ｡
ケ - ス D は, 看護者と の 関わり に お い て 『陣痛室に
い て どう い う状態, 子宮 口が何 セ ン チ に な っ た ら分娩室
に入りますとか話して もらえれば自分で後 どの 位だ - と
い う の が分か るか ら』 と話 し, ケ ー ス H は, 看護者と
の 関わり で 『自分がど の位 のと ころな のか教え て ほ しか っ
た ｡ ｢あと どの位 で進ん でくるよ ･ =｣ と か声をか け て ほ
しか っ た』 と述 べ て い た ｡
ま た, Evans & Jeffr ey (1995)
10) は, 40人 の 出産を し
た女性に つ い て調査をし, 多 く の女性 は分娩中に医療 ス
タ ッ フ か ら得 られ た情報や知識は助 けに な っ た と述 べ て
い たが, 分娩 の 進行状況に つ い て は予想の うち6 % しか
情報を得て い なか っ た と報告 した ｡
こ の こ と は, 我 々看護者 は, 手洗 い の時期の判断と し
て 分娩進行を判断したり, リ ス ク の 早期発見の ため の 児
心音の確認に と どま らず, こ れ ら の情報を上手に 産婦に
伝える ことは, 看護者自身に正確な判断を して い る の だ
と い う自信がな い と産婦に伝える ことは難 しく , 看護者
の判断能力を高める必要性も示唆して い る｡
3) 看護者の 声か け
看護者の 共感的な声か けがあるからと い っ て 出産経験
の と らえ方が肯定的なわけ で はな い が , 共感的な声かけ
があると出産の期待より実際の 出産の 方が好ましく, 共
感的な声か けが な い と出産の 期待より実際の 出産 は好ま
し い も の で はなか っ た｡ ま た , 看護者か ら非共感的な声
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か けや否定的な声かけがあ っ た産婦は出産の期待より実
際の 出産の 方が好まし い とする ケ ー ス は い なか っ たo そ
して , 出産の 期待より実際の方が好ま し い と出産経験の
とらえ方が肯定的なケ ー ス が多か っ た ｡
Field (1987)ll) は, 44人の 裾婦にイ ン タ ビ ュ ー を行い ,
陣痛 ･ 分娩の 看護者の肯定的特徴を記述的な比較研究に
よ っ て 明らか に した｡ 個人的にケ アを して い ると感じさ
せ る こと, 個人とし て尊重し て い る こ と , 励 ます こ と ,
自信と安全の 感覚を伝える こと, 親 しみがあり知識をも っ
て い る こ とを挙げて い る｡
Kintz (1987)12) は, 産婦 によ っ て認識された看護サ ポ ー
ト の有効性を確認するため に78人の 裾婦に質問紙に よる
後ろ向き研究を行 っ た｡ 全 て の行動が役に立 っ た とし て
受けとられ て い たが , 最 も有効と して評価されたもの は,
陣痛を乗り越える コ ー チ をする こと, 女性 の 努力を褒め
る こ と, 親 しみ深く個別的なケ ア を提供する こと , 女性
の行動を受け入れる こ と, 敬意をも っ て女性を扱う こと,
個人とし て ケ ア され て い ると女性に感じさせる こと の 6
つ を挙げて い る｡
Bryanto n ら (1993)13) も ま た , 20- 33歳 の初め て母親
に な っ た裾婦80人に分娩後72時間以内に25の 看護活動を
評価して もら っ た｡ そ の 全て が助け になると認識したが,
最も助け に なる行動 は ｢女性を個人とし て気 に か けて い
ると感じ させ る｣ ｢は め る｣｢おだ やか で 自信 を表す｣
｢呼吸法とリ ラク セ ー シ ョ ン 法 を援助する｣｢尊重して女
性を扱う｣ が含まれ て い た｡
看護者の 関わりとし て , ケ ー ス G は『 - お産 の 時は
みんな側 に い て ｢うま い , う ま い｣ とか声をか け てく れ
た で し ょ う｡ そ れ は良か っ た』 と｡ ケ ー ス J は｢分娩室
に入 っ て涙が出て き たけど ｢頑張 ろうね｣ っ て 励ま し て
く れ て乗り越え られ た』 と答え て い た｡
Rubin (1984)14) に よ ると, ｢私｣ ( 母親)と｢あ な た｣
(児)の 認識図が あり, こ の認識図は妊娠中か ら産裾期
に い たり , 相 互 の M A T ERNA L I D EN TIT Yが 完全 に
形成され るま で優れた働きをすると い う｡ そ し て , 主体
｢私｣と客体 ｢あなた｣ とし て作用する自己に は3 つ の
領域すなわ ち理想的自己 ･ 自己像 ･ 身体像があるとし.
､う｡
そ の 1 つ で ある自己像は, 今現在の 一 貫 した自分自身 ,
他者が自分に ど の よう に反応 し, ど の よう に評価し て い
る の か の 認識を含む｡ そ し て , 自己観察, 評価, 修正,
行為 の 能力が自己シ ス テ ム に機能 して 自己像を調整する
と い う の で あ る｡
つ ま り, M AT ER NAL I D E NTI T Y の領域の 1 つ で あ
る自己像を調整して い る のが , 自尊感情で あると考え ら
れる｡ 本研究で は, 自尊感情の変化をみたが , 自尊感情
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が変化すると い う こ と は, 自 己像 も調整さ れ ひ い て は
M AT ER NAL IDENTI T Y にも影響を及ぼす可能性が示
唆される ｡
Ⅵ . 結 論
1 . 結 論
1) 看護者が産婦の側に長くい る ことが, 必ずしも出産
経験の と らえ方が肯定的に なる こと に は つ な が らず, 側
に い る時 に ど の ような関わりをも つ の かが重要であ っ た｡
2) 看護者の 産婦 へ の関わりが直接的なケ アが多い場合
は, 出産経験の とらえ方が肯定的で あり, 看護者の 関わ
りが診察が多い場合は, 出産経験の とらえ方が否定的で
あり, 出産後自尊感情 が低く な っ た｡
3) 看護者の 共感的な発言が あると, 出産 の期待より実
際の 出産が好ま しく, 出産経験の とらえ方が肯定的で あ
り, 出産後自尊感情 は高くな っ た ｡
2. 研究 の限界
出産とい う特殊な場面にお ける研究で あるため, 産婦
と看護者の関わりを ビ デ オ に撮 っ た り, 会話を録音する
ことは難しく, 非参加観察法を行 っ た｡ しか し, 産婦 の
分娩室在室時間の全て や入院して か ら陣痛室で の 関わ り
を観察する ことば で きなか っ た ｡ ま た, 産婦と看護者の
観察の際に , ア ラ ー ム の な る テ ー プを携帯用の小型カ セ ッ
トで 聞きなが ら観察を行 っ た が, 観察者問に時間的な ズ
レ が生じた こ とも本研究の限界で ある｡
3 . 今後の 研究の課題
本研究で は分娩時の産婦と看護者の 関わりの観察を行
い分析した｡ 産後 に産婦と面接調査を行 っ た が看護者に
は産婦との 関わり に関して 面接調査を行わなか っ た｡ 同
じ声かけ に して も, 客観的に判断したも の と看護者自身
が意図したも の とが異な っ て い る可能性もあるため, 今
後は看護者との面接調査も含 めた分析も必要に な っ て く
る｡ ま た, 観察 シ ー ト を用 い た観察を行 っ たが , 看護者
q)ケ アを より詳細に記述 し分析方法もより検討して いか
なければ ならな い ｡
論文は, 千葉大学大学院看護学研究科 にお ける博士学
位論文の 一 部 で ある｡
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T H EE F F ECT OF T H EP E R C E P TIO N O F BI R T H E X P E R IE N C E O N S E L FI S T E E M
- A bo ut the Nu r sing c a r e of Wo m e nDu ring Labo r a nd Deliv e ry -
K iyo mi Sa egu s a
M ie Pr efe ctu r al c ollege of Nu r sing
K E Y W O R D S:
s elf-e ste e m, per c eption of birth experien c e, nursing c are
T his paper ha s tw o purpo s e s :the first is to m ake it cle a r ho w the r elatio n betw e e n w o m e ni
labor and nurs e s affe ct the fo r m er
'
s per c eptio n of birth e xpe rie n ce, a nd the s e c o nd is to study the
effe ct of the perc eption on their s elf- este e m.
T he s ubje cts of this inv e stlgation arel lprimipa r a ethat the info r m ed c o n s e nt ha v ebe e n got. T hey
are 20to 34ye ars old and ha v egot fullterm , v agl n al deliv ery witho ut a ny m edic al o r obstetric al
abnor malitie s. T hey are glV e n the te st of s elf-e ste e m with Ro se nbe rg s c rite rio n of s elf-e ste e m in
I
Japa n e s eboth at their admis sio n to ho spital a nd afte r their deliv e rie s. T heir pe r c eptl O n Of birth
e xpe rie n c eis m e a s u r ed by 17-ite m s cale. T he data c onc er ning the relatio n betw e e n w o m e nill labo r
a nd n u r s e s a r e obtain ed by n o n-particlpant Obs er vation with obs er v atio n she ets in deliv e ry r o o m s. Se mi
str u ctu r ed inte r vie w sare gl Ven tO W O m en in the state of m ate r nity afte rtheir deliv e rie s.
T he a n alys ュs Of the data show s the follo wing findings :
1)N-1 r S e
'
s lo ng stay beside w om en in labor do s e n ot alw ays giv e the latte r po sitiv e pe r c eptio n of
birth e xpe rie n c e. Itis mor eim portant ho w nurs e s c a r efo rthe m .
2) W he n n u r se
'
c a re of w om en in labor is dir e ct, the lat te r
'
s pe rc eptio n of birth e xpe rie n c eis
po sitiv e. Ho w e v er, frequ e nt m edic al e x a min atio n of w o m e nln labo r pr odu c e o nly their n egativ e
perc eptlOn Of birth expe rien c e.
3)Nurs e
'
sym pathetic c are m ake s n ot o nly w o m e n
'
s pe r c eptio n of b irth ex pe rie n c ebette r tha n they
e xpe cted but als o their s elf-este em more po sitive .
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